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１　大会の概要
　本大会は、網走地区・釧路地区・根室地区・十勝地区所属の８チームによるリーグ戦方式(２回戦総当たり)で行われ、試合時間は80分である。
　リーグ最終節の試合を報告する。
２　試合の流れ
リーグは２位が確定。３年生にとっては今までの集大成となる試合となった。
　自陣に守備的布陣を敷き、ボールを奪って一気に前線へのカウンター攻撃を狙う釧路に対し、網走はボールを保持しながら積極的に仕掛けていく。序盤こそチャンスを作りきれなかったが徐々にＦＷへの楔を入れて仕掛けや突破を変化させ、前半途中からは完全にゲームの主導権を握った。攻守にわたり最後まで自分達の流れを切ることなく勝利した。
【ＦＣ網走U-15　８対０　釧路景雲中】
３　成果
（1）仕掛け・突破（柔軟で幅のある対応力）
序盤はサイドチェンジから縦への速い攻撃や、ＤＦから前線へのロングボールで仕掛けていた。釧路はほぼ全員が自陣にポジションを取り、横にスライドしてスペースを埋めながら数的不利
にならないよう粘り強く対応していた。特に網走の右ＳＨへのボールの供給を警戒していた。網走は個の力で突破する場面はあったが、相手を崩してゴール前でフリーになる選手を生み出すような攻撃ができていなかった。しかしこの状況にベンチから守備的な相手に対応して仕掛けを変更するようにとコーチングが入った。（実際はより具体的な内容のコーチング）
ＦＷがセンターバックと中盤の間で楔のボールを引き出す動きを繰り返し、ボールが収まると複数の選手が連動して引き出しや抜け出しに関わり、ゴールへ向かうようになった。特にＦＷの選手がボールを引き出す動きは質が高く、シンプルなボールタッチで味方の動き出しを活かしながらゴールへ向かう攻撃の起点となり、また、自らも積極的に仕掛けていた。釧路はそれまでサイドで主体的にボールを奪っていたが、網走の中央からの連続した仕掛けに受け身な対応をとらざるを得なくなった。
※後半、１トップを残して引いた釧路に対して左ＣＢが積極的に攻撃参加するなど、チーム全体がより柔軟な対応をしながら豊富な運動量で積極的に仕掛けた。中央からの仕掛けを繰り返したことで空いたサイドのスペースを使い、クロスやペナルティエリアへの進入をくり返した。
試合中に戦術を変更するのは簡単なことではないが、選手達はスムーズに対応して前半の内に完全に主導権を握った。こうした柔軟で幅のある対応力は急に身に付くものではない。日常のトレーニングの積み重ねによって可能になるものである。　
（2）攻守の切り替えの意識
試合を通して良く意識されていた。局面での早い守備への切り替えでカウンターのスイッチを入れさせないことはもちろん、リスクマネージメント等も含めて守備への切り替えがチーム全体で意識されていた。また、ボールを奪ってからの攻撃においても、相手が守備体勢を整えたり、考える時間を与えないようなボール・スペースへの関わりができており、多くの場面で攻守の連続性がみられた。
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４　課題
（1）サイドチェンジのスピード
試合序盤の［サイドチェンジ→縦の早い攻撃］が相手守備に対応されたのは、サイドチェンジに時間がかかり相手全体が横へスライドするスピードを上回れなかったことが要因のひとつと
言える。サイドチェンジの時間の短縮にはパス
＆コントロールの質やポジショニング、コミュニケーションなど複数の要素の向上が必要であるが、個の力（スピードや突破力）を活かすことにも繋がる部分である。特にパススピードについてはどのカテゴリーでも課題とされるところであり、日常のトレーニングから意識して取り組む必要がある。
（2）自ら判断してプレーする
この試合は状況を把握したベンチからのコーチングをきっかけに大きく流れが変わった。その後も試合中やハーフタイムのコーチングが選手達の良い動きを引き出していた。主導権を完全に握ったこの流れは非常に勉強になった。選手の対応もスムーズで、日常のトレーニングの積み重ねによるものと感じる場面であった。
それと同時に、このような試合の展開を選手達自らが作ることができたら素晴らしいことであるとも感じた。これは決して簡単なことではなく、主体的な判断力を育てることは育成年代のチームの多くが課題として感じ、指導の難しさを感じているところである。試合中に感じ取ること、課題を考え判断すること、最適なプレーを選択すること、互いに伝え合うこと等、より主体的にサッカーの要素を育てていけるような選手・チームの育成が重要なのだと改めて感じた。
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最後になりましたが、大会運営に当たられた関係者の皆様、ＦＣ網走U-15の指導者の皆様、ありがとうございました。
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